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＜一般目標： GIO>

日常生活活動(ADL)および生活関連活動 (APDL)に関連する基礎的・応用的知識について習得する。

＜行動目標： SBO>

1. ADLの概念について説明できる。

2. ADL支援システムについて説明することができる。

3. ADL評価の目的を明示し、各評価の特徴を説明することができる。

4.基本動作の特徴を分析することができる。

5. ADL評価に基づきADLブログラムが立案できる。

6.代表的疾患に特有なADL評価を説明でき、ブログラムを立案施行できる。

7.福祉用具の役割についての重要性を説明でき、福祉用具を適切に選択することができる。

8.障害者に対する環塊整備の方法について説明することができる。

回

数 授業計画又は学習の主題

1 IADL概論 (ADLの基本的考え方、領域と分類、評価から立案、 ADL支援システム）

2 IADL評価

3 動作分析の基礎知識

4 IADL動作の実際

5 IADL評価に基づくADLプログラム立案①

6 評価の特徴とADLプログラム立案・施行（片麻痺） 1 

7 評価の特徴とADLプログラム立案・施行（片麻痺） 2 

8 評価の特徴とADLブログラム立案・施行（脊損） 1 

9 評価の特徴とADLプログラム立案・施行（脊損） 2 

10評価の特徴とADLプログラム立案・施行 (RA)1 

11 評価の特徴とADLブログラム立案・施行 (RA)2 

12評価の特徴とADLブログラム立案・施行（その他の疾患）

13福祉用具理論（自助具，車椅子、装具）

14住環境における調整、改良

SBO 

番号学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1, 2 講義 大山

3 講義 大山

4 講義 大山

4 講義 大山

5 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

6 講義 大山

7 講義 大山

8 講義 大山
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【評価方法】

出席、期末試験
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